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　ロンドンに来て，今日（2月21日）で丁度7ヵ月を迎えました。イギリス着
陸は，富永昭教授の心優しいガイダンスで，とてもスムースにできたと思いま
す。住宅は，地下鉄でロンドソ中心まで15分位の所にあり，庭つきの一戸建（子
供によると“デタッチト・ハウス”というのだそうです）で，時おりリ’スもや
って来ます。家賃は月476ポソドです。（家賃に往復の旅費を加えると在外研究
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考えに入れると，決して高くはないと思います。この家は，教会の所有で，家
主は近くの教会の牧師です。来る前に気になることといえば，子供の学校とお
医者さんでしたが，学校は小さいですが，幾つもある感じです。家の近くにも
（5分位の範囲に）3つほどあります。お医者さんも一分もかからない所にあ
ります。この家に住えで大変幸運でした。ロンドンに到着してめ初仕事は，西
尾先生のアドバイスもあり，日本式に向三軒両隣へのアイサツでした。向いの
正面の家には，老夫婦（年金生活者）が，両隣は，一方は，三代続くヴィオリ
ニスト，もう一方は現在一番親しくしていただいている小学校の校長先生ご夫
妻です。最初のアイサッで，家の中までわれわれ家族全員（5人）を招きいれ
てくれたのは，この先生ご夫妻でした。内心では言葉もままならないのにどう
しようという不安が先でしたが，ジュース，ビスケット，それに西瓜まで出して
下さり，大変な接待を受けました。その時，まず心配なことは，子供の学校の
ことだと言いましたら，奥様の学校が近くだから，（確か）9月7日の新学年の
日に来れば大丈夫ということであっけなく第1の仕事は終ってしまいました。
そこで，病院のことも同時に教えていただきました。さらに幸運なことに，奥
様が長男のクラス担任になりました。ご主人も学校の先生だということを知っ
たのは，実はずっと後になってからです。ついでに言えば，奥さまは，副校長
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です。この夫妻は，南アフリカ出身です。英国の小学校の校長先生が南アフリ
カ出身ということです。長男の学校の校長先生も同じく南アフリカ出身でカラ
ーがついています。隣の校長先生の学校には，なんと23の国籍をもつ生徒がい
るそうです。“人種のるつぼ”というとアメリカを考えましたが，イギリスも
当然同じですね。長男の方は，午前中はその学校からタクシーで語学セソター
に行っていますが，それも含めて費用は一切“無料”です。医療は医薬が分離
でお医者の方は無料で，薬が必要な場合には薬局で買います。歯を抜くのはと
ても高いと聞いたことがありましたが，長男の場合にはやはり無料でした。ど
こかの国でも，世界的傾向とは言え，行政改革の名で教育福祉予算を削減しよう
としていますが，内容と水準を比較して考えて見ていきないと思っています。
また，下の子も12月からプレイ・グループ（ナーサーリー・スクールの外に，
沢山のグループがあるそうです）に通っています。3歳からということで，申
し込んだところ10数名が空席待ちとのことでしたが，ζのグループも実は，わ
が家主の属する教会で行われており，われわれはどうも準教会関係として優先
されたようです。実は子供の学校もチャーチ・スクールでもとはこの教会が軽
営していた100年以上もの歴史をもっております。この学校には，エデュケー
ション・ポリシー（教育政策（方針））というのがあり，その一一Pt目に“入学者
の優先順位”という項があり，（確か）①教会メソバー，②兄弟姉妹，③距離，
④選好の基準がもうけられております。長男・次男も①に準じて扱われたよう
です。（最初に隣の先生ご夫妻にアイサッにうかがった折，2，3軒先に日本人
が住んでいるから行けぽいろいろ教えてもらえるでしょうと教えてくださった
ので，その後，アイサツに行きましたが，その日本人，曰く，‘その学校は空
席待ちで無理ではないか’ということから推察しているのですが。）
　その他，体験を通して気づく点を紹介しましょう。
　ロンドンは，AZなどという名前で有名な地図があり，番地さえわかれば，
私でも間違いなく行けます。しかし，地下鉄運賃は高く，15～20分位の距離で
1ポンドもします。自動車はと言えぽ，スピードを出しており，恐ろしい位で
す。市内でも正規のスピード制限は30マイル（＝48キロ）ですから，推して知
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るべし。実は，私も外国で女の運転では不安と思い，やっとのことで訪英の2
週間前に免許は取得したのですが，こわくて乗れません。（富永先生はすごく
上手で，ウェールズへ2週間，スコットランドへ3週間と文学散歩に行って無
事帰ってきております。）歩行者など眼中にないと言わんばかりです6ところ
が車をおりると雨の中でもほとんど傘などささずにゆっくりゆっくり歩いてお
ります。ある時，知り合った老人に雨が降って来たので，傘をさし出したら，
傘なら自分もこのパックの中にもっているこの位の雨は……と言われて，“な
るほど”と思わずにはいられませんでした。私はと言えば，来た当初はついつ
い小走りになる自分にハッと気づきブレーキをかけたものです。’帰ったら又，
テンポをもどすのに困るのではないか，・楽しみ（？）です。
　近所つき合いの体験から一つ。
　近くに“うるさい爺さん”がいるというのが評判になったことがあります。
実は，子供たちが通りで歩んでいると出て来て怒るというのです6・子供たちが
一枚上手というか，そのお爺さんをわざとカラかって引っぱり出そうとはかっ
たのです。うちの子も中にいたのを知って，我が家にも注意に来ました。’歩道
は子供たちの遊び場ではなC・しそれに危険だ，親は何をしているのだというの
でしょう。庭か沢山ある公園で……というのでしょう。その後，今度は同じ子
供が，このお爺さんの車のテLル・ランプが消し忘れていたのを知らせにいっ
たのです。すると老人は親にも“ありがとう，ナイス・ボーイ，グッ・ド・ガー
ル”とか言ったそうです。Jｳらにある時，わが車が故障して動かないので，ボ
ンネットを開けていると，老入が道具を手に“どうかしたか”と来てくれまし
た。良く見るとその老人でした。社会的ルール（しつけ）は厳格に，・困ってい
る人には見て見ぬふりなどせず，外国人であろうと，つまりどんな人でも助け
る。イギリス布民のコモン・センスの一コマを見ることができるのではないで
しょうか。同じことを示すもう一つの体験があります。隣の人と気をゆるして
いた（勝手にということになりますが）われわれは，自分の家の前で，下の子
が車の中で寝てしまいましたので，抱いて降ろすと起きてしまうし，と決めか
ねている間，エンジンをつけたままにしてあったところ，車を手入れしていた
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隣人（英国人）が来て，排気ガスが自分の方にくるのでとめてくれというので
す。ところがこの同じイギリス人が，ある時，枯葉が庭にたまったので，集め
ているとフェンス越しに“この方が良い”と道具を差し出してくれるのです。
これらの人々こそ，個人主義を核とするイギリス市民社会の主体（個人）の実像
なのです。これらの人々すなわち，イギリス市民社会を支える個人＝市民の生
きざまを，実感を通して見れれぽと思っております。今述べたようなことは，
ファッショソの世界にも言えるような気がします。私は，ファッション音痴で
すが，イギリスにはバーバーリーとか，アクアスキュータムとかスコッチハウ
スというのが有名ですが，どれも同じ柄（模様）でずっと通しております。イ
ギリスには，目まぐるしく変わるファッションは主流ではないように見えてな
りません。ショーウイソドーを通して見たイタリアのファッションは，ずっと
カラフルで多種多様でした。（イタリアこそ（フィレンツェ・ミラノ）世界のフ
ァッションの中心だと，通の人は言うそうです。）
　イタリアと言えぽ，われわれは，クリスマスと新年にかけて，イタリアへ行
って来ました。われわれは，本当のことを言うと，まだPンドンから本格的に
出たことがないのです。もちろんイギリス国内の話です。金子光男さんが9月
にロンドンにやって来て，私の所に一週間ほど泊っていきましたが，それを境
にロンドン観光も中断で，観光者から居住者風の生活に入ってしまいました。
ところが，イタリアへ渡った富永先生が，われわれのロンドン生活ぶりを想像
されてのことと思いますが，イタリアへ来るようにと誘って下さったので，ロ
ンドソからイギリス国内を越えて，一足跳びにイタリアへ出かけられたという
訳です。滞在期間は10日間で，フィレンツェ，ベニス，ローマ，ナポリ，カプ
リ島を富永先生のご家族の案内で見せていただきました。富永先生の解説付で
見たレオナルド・ダ・ヴィンチの絵は感激でした。・ところが，ぼくが見たダ・
ヴィンチの絵のうちで最も好きなものが，ロンドンのナショナル・ギャラリー
にあるのです（そこで来て間もなくのこと，文学部の佐藤先生に声をかけられ
ました）。もちろん，ここも無料です。パリのルーブル博物館で見たモナリザよ
り好きです。それは，未完のデッサンなのですが。何回も通うことになるでし
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”う。これからは文字通り“観察旅行”に努力しなければと思います。、日本国
内もロクに回っていない旅下手の私ゆえになんと旅行も努力目標と相成る次第
です。
　ああ哀れなるかな！
　ご多忙の折，諸先生，事務室のみなさんくれぐれもご自愛の程を。
（9）
